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　夏休み期間中に市内の小学生を対象として「市内施設
めぐり」を行います。参加者の皆さんから事前に期日や
訪問する施設をお聞きした上で実施しますので、グルー
プ単位で申し込みください。
▶期 日　 7月25日㈮～ 8月29日㈮(土・日曜日を

除く)の１日
▶内 容　 市の施設をはじめ、市内に点在する施設を

見学し、理解と認識を深めます。
▶対 象　市内の小学生
▶定 員　 １組10人以上(保護者または責任者が最

低１人同伴のこと)※定員に満たない場合
は中止

▶参 加 費　 無料(昼食は各自用意)※施設により入館
料が掛かる場合があります。

▶そ の 他　日程により見学できない施設があります。
▶申し込み　 7月18日㈮までに代表者の氏名、住所、

電話番号、参加人数を明記の上、ＦＡＸま
たはＥメールで広報広聴課【FAX】550―
2116【Eメール】koho@city.gyoda.lg.jp
※電話での申し込みも可

▶問い合わせ　同課広報広聴担当(内線318)

市内施設めぐり

▶日 時　8月2日㈯午前10時～午後1時
▶場 所　ＶＩＶＡぎょうだ調理室
▶内 容　 夏休みにお父さんやお母さんと一緒に料理

に挑戦して、食べることの大切さを親子で
学びます。　

▶講 師　行田市食生活改善推進員
▶対 象　市内の小学生とその保護者
▶定 員　30人(先着順)
▶参 加 費　1人300円
▶持 ち 物　 エプロン、スリッパや上履き、三角巾やバ

ンダナ
▶申し込み　 7月11日㈮～ 31日㈭に直接または電話で

ＶＩＶＡぎょうだ(7月14日㈪・22日㈫・
28日㈪は休館)※ひととき保育(2歳以上の
未就学児の保育・無料)の申し込みは7月
25日㈮まで

▶問い合わせ　ＶＩＶＡぎょうだ☎556―9301

親子で作って楽しく学ぼう！
食育ってなあに

▶日 時　8月9日㈯午前8時30分集合※雨天決行
▶集合場所　市民プール脇駐車場
▶内 容　 さきたま古墳公園や古代蓮の里などの市内

の史跡や観光名所を学芸員と巡る歴史ツ
アーや、勾

まがたま
玉作りなどを行います。

▶対 象　市内の小学4年生から6年生とその保護者
▶定 員　20組40人(先着順)
▶参 加 費　 施設入館料(大人のみ200円)､ 勾玉作り

体験費用(白250円、ピンク・黒300円)
▶持 ち 物　昼食、飲み物
▶申し込み・問い合わせ　7月25日㈮までに直接または
　　　　　　電話で商工観光課観光担当(内線382)

古代まるかじり歴史体験
親子バスツアー

▶日 時　7月30日㈬【午前の部】午前9時～正午
　　　　　　【午後の部】午後1時30分～ 4時30分
▶場 所　 元荒川水循環センター (桶川市小針領家

939)
▶内 容　 下水処理施設を見学し、下水をきれいにす

る仕組みを学んだり、顕微鏡で微生物を観
察したりします。　

▶対 象　小学生とその保護者　
▶定 員　各20組40人(先着順)　
▶参 加 費　無料　
▶申し込み・問い合わせ　7月7日㈪～ 18日㈮に電話で
　　　　　　(公財)埼玉県下水道公社北部支社庶務担当
　　　　　　☎048―728―2011

夏休みの自由研究にピッタリ！
夏休み親子下水道教室

▶日 時　8月7日㈭午前9時～午後4時30分　
▶場 所　消防本部他　
▶内 容　 レスキュー訓練、放水訓練、応急手当て訓

練、県防災学習センター (鴻巣市袋30)で
の各種災害体験など　

▶対 象　市内の小学4年生から6年生　
▶定 員　100人(先着順)　
▶参 加 費　100円(保険料)　
▶持 ち 物　昼食、飲み物　
▶申し込み・問い合わせ　7月22日㈫・23日㈬に直接同
　　　　　　本部総務課☎550―2119

夏休み一日消防士体験

埼玉りそな
銀行川島書店

武蔵野銀行

行田市駅

国道
125
号

警察入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
産業道路臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

※駐車場は市役所・産業文化会館・バスターミナルをご利用
　ください。＝ Ｐ
※朝日バス「佐間経由吹上駅行」は産業道路経由に、
　「前谷経由吹上駅行・熊谷駅行」は行田市駅前経由
　になります。

午後3時30分～9時30分
車両全面通行禁止区域（歩行者天国）

路線バス・市内循環バスのみ通行可

午後6時～7時のみ車両全面通行禁止区域
（歩行者天国）

規制時間帯バス迂回路
（午後1時から最終まで迂回します）

日時 7月27日　 

愛宕神社前臨時バス停（熊谷駅行、前谷経由吹上駅行）
旭町臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
浄水場入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

迂回路
（大型車は市内通行できませんので迂回をお願いします）
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第21回
市民祭・行田浮き城まつり
交　通　規　制

▶期 日　7月26日㈯・27日㈰
▶場 所　 国道125号歩行者天国区域ならびに県道行

田蓮田線
▶催 し 物　 【26日前夜祭】浮き城横丁フリーマーケッ

ト、ステージイベント
　　　　　　 【27日市民祭】浮き城だんべ踊り、ステー

ジイベント、山車のたたき合い
　　　　　　※内容に多少の変更の場合あり
▶主 催　行田浮き城まつり実行委員会
▶問い合わせ　同実行委員会☎090―3318―4295

第21回　
市民祭・行田浮き城まつり
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消
防
署
で
は
、
一
刻
を
争
う
消
火
活
動
に
支
障

な
く
消
防
用
井
戸
や
消
火
栓
を
使
用
で
き
る
よ

う
、
消
防
自
動
車
を
使
用
し
た
維
持
・
管
理
な
ど

の
点
検
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
点
検
に
伴
う
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン

音
や
排
水
な
ど
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
火
災
が
発
生

し
た
と
き
に
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の

重
要
か
つ
必
要
な
業
務
で
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
署
☎
５
５
０
―
２
１
２
３

　
6
月
5
日
、
市
で
は
新
た
に
熊
谷
商
工
信
用
組

合
行
田
支
店
と
「
行
田
市
地
域
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
協
定
締
結
事
業
所
は
12
事
業
者
と
な
り
ま
し

た
。

　
事
業
者
に
は
、
日
ご
ろ
の
事
業
活
動
の
中
で
市

民
の
異
変
に
気
付
い
た
と
き
に
、
速
や
か
に
市
に

連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
連
絡
を
受
け
た
市
は
安
否

確
認
や
必
要
な
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

市
で
は
、
こ
の
協
定
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
団

体
・
事
業
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
推

進
担
当
（
内
線
２
８
５
）

　
市
で
は
、
火
災
に
よ
り
自
宅
な
ど
を
焼
失
し
、

緊
急
に
別
の
住
ま
い
を
必
要
と
す
る
方
（
世
帯

主
）
へ
、
民
間
賃
貸
住
宅
を
あ
っ
せ
ん
す
る
と
と

も
に
、
家
賃
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
要
件
　

　
・�

火
災
の
原
因
が
、
そ
の
世
帯
に
属
す
る
方
の

故
意
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と

　
・�

火
災
発
生
時
に
市
内
に
住
所
を
所
有
し
て
い

た
こ
と

　
・�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　
・�

そ
の
世
帯
に
属
す
る
方
全
員
が
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と

▼�

補
助
金
の
限
度
額
　
月
額
4
万
1
千
５
０
０
円�

 

（
敷
金
お
よ
び
礼
金
な
ど
を
除
く
）

　
※�

月
の
途
中
で
賃
貸
借
契
約
を
締
結
お
よ
び
解

約
し
、
家
賃
額
が
日
割
り
計
算
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
額
と
補
助
限
度
額
を
同
じ
日
数
で

日
割
り
計
算
し
、
い
ず
れ
か
低
い
額
を
補
助

し
ま
す
。

▼�

補
助
金
交
付
期
間
　
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
3
カ
月
以
内

▼�

そ
の
他
　
申
し
込
み
時
の
提
出
書
類
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
建
築
課
住
宅
管
理
担
当
☎

５
５
０
―
１
５
５
４

～災害に備えて準備が必要です～想定 外を想定想定する

▼問い合わせ　防災安全課防災担当（内線 282）

～災害に備えて準備が必要です～

火
災
に
遭
わ
れ
た
方
へ

民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

熊
谷
商
工
信
用
組
合
行
田
支
店
と
新
た
に

「�

行
田
市
地
域
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

消
防
水
利
点
検
作
業
に
ご
協
力
を

　市では、平成25年度から27年度にかけて防災行政
無線施設更新整備事業を行っています。この事業は、
従来のアナログ放送からデジタル放送へ切り替えるも
ので、市内各所に設置されている放送機器（スピーカー
など）の更新を進めています。施工に当たり、一時的に
防災行政無線の放送が聞き取れない状況が生じます。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いしま
す。
　なお、防災行政無線の放送が聞き取れない場合は、
電話による音声確認サービスをご利用ください。

音声確認サービス　0120―360―100

※�午後2時40分の定時放送などは同サービスを実施し
ていません。また、電話が混み合っている場合は、
かかりにくいことがありますので、しばらくしてか
ら、おかけ直しください。

　災害時の情報伝達や収集の方法はいろいろありま
す。情報が来るのを待つだけでなく、自ら情報を取得
することにより、被害の軽減につながります。

情報収集手段
テレビ、ラジオ、インターネット、携帯電話、防災行
政無線、広報車など

各自でできる情報収集方法
【浮き城のまち安心・安全情報メール】
犯罪・不審者情報と火災情報についてのメールをお
届けします。

防災行政無線の工事を行っています

災害情報を自分で収集しよう

台風シーズン到来 家庭で万全な水害対策を 竜巻に注意してください【行田市ホームページ】
災害発生時などには、市ホームページのトップペー
ジ左上の「緊急・災害関連ニュース」のコーナーに情
報を掲載します。

【行田市公式ツイッター】
市ホームページや「市報ぎょうだ」に掲載されている
行政情報や防災・防犯および災害に関する情報など
をお届けします。

【テレビ埼玉データ放送】
テレビ埼玉を視聴中にテレビリモコンのｄボタンを
押すと、行田市からのお知らせを確認することがで
きます。

【緊急速報メール】　
ドコモ・au・SoftBankのエリアメール対応の携帯電
話をお持ちの方に、登録なしで行田市の災害情報が
自動的に配信されます。
※市外にいる場合は、受信できません。

【埼玉県防災情報メール】
埼玉県消防防災課から気象警報注意報・地震情報・
避難情報・避難所開設情報についてのメールを配信
します。

【埼玉県大気環境情報メール】
埼玉県大気環境課からＰＭ2.5の情報、光化学スモッ
グ注意報などの発令についてのメールを配信します。

▶登録方法　
　・�「浮き城のまち安心・安全情報メール」と「行田市公
式ツイッター」の登録については、市ホームページ
をご覧ください。

　・�「埼玉県防災情報メール」と「埼玉県大気環境情報
メール」の登録については、埼玉県ホームページを
ご覧ください。

　台風や集中豪雨が発生しやすい時期になりました。
水害に備えて事前の対策をしっかり行い、家族ぐる
み、地域ぐるみで被害を最小限に抑えましょう。

気象情報に注意し、安全対策の確認を
・�テレビやラジオ、市や防災関係機関からの気象情報
（大雨注意報・警報など）に注意しましょう。
・�浸水に備えて、家財道具は安全な場所に移動してお
きましょう。
・�避難（場）所、非常用持ち出し品の一覧は防災安全課
で配布している「行田市防災ガイドブック」または市
ホームページ（防災情報）をご覧ください。
・�側溝や排水溝は、いったん詰まると雨水が流れず、
どんどんたまってしまうため、常に手入れを行いま
しょう。

洪水ハザードマップを活用しましょう
・�自宅や職場などが洪水時に、どれくらいの浸水が予
想されているか確認しておきましょう。
　※�洪水ハザードマップは市ホームページ（防災情報）

で確認できます。

長雨や大雨時は排水量を抑えましょう
・�できるだけ風呂や洗濯の排水を控えて、少しでも下
水道に流れる水量を減らしましょう。

水害が発生した場合は、早めに行動しましょう
・�屋外への安全な避難が困難なときは、無理をせず建
物の上階などに避難しましょう。

　竜巻や激しい突風から身を守るためには、テレビや
ラジオなどからの情報を活用するとともに、空模様の
変化に注意することが必要です。

竜巻の特徴
・�真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなります。
・�雷が聞こえたり、雷光が見えたりします。
・�冷たい風が吹き出します。
・�大粒の雨やひょうが降り出します。
・�短時間で狭い範囲に甚大な被害をもたらします。
・�移動速度が非常に速い場合があります（時速90キロ
メートルで移動した例もあります）。

竜巻が身近に迫ったら
【屋外にいる場合】
・�頑丈な建物などの中や物陰に入って身を小さくしま
しょう（物置や車庫、プレハブの中は危険です）。
・�電柱や太い樹木であっても倒壊することがあるの
で、近づかないようにしましょう。
【屋内にいる場合】
・�窓ガラスが割れて、飛び散る可能性があるので、窓
やカーテンを閉めて離れましょう。
・�窓のない部屋に移動しましょう。
・�頑丈な机やテーブルの下に入り、身を小さくして頭
を守りましょう。
・�シャッターや雨戸を
　閉めましょう。
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[1工区]

市
庁
舎

コミュニティセンターみずしろ
耐震改修工事の説明会を開催します

平和展
　平和への願いを込めて、戦争の悲惨さを物語る貴重な
写真を展示しますので、ぜひご覧ください。
▶日 時　8月7日㈭～12日㈫午前9時～午後9時30分

8月8日㈮の平和イベント
平和を奏でるオカリナづくり
　平和の象徴「ハト」をかた
どったオカリナに、平和の
願いを込めて絵付けをしま
せんか。
▶時 間　 午後1時30分

～2時30分
▶定 員　30人（先着順）
▶参 加 費　100円
▶そ の 他　 作品にニスを塗るため、作品の引き渡しは

平和の語りべ終了後になります。
▶申し込み　 7月30日㈬までに電話で地域づくり支援課

協働推進担当

平和の語りべ
　戦争についての話を聞
き、戦争の悲惨さ、平和
の尊さについて、改めて
考えましょう。
　市内在住の栗本晃一
郎さんご夫妻が、市内で
体験した空襲や、戦時中
の貧しい暮らしについて
お話しします。

▶時 間　午後2時30分～ 3時30分
▶そ の 他　申し込み不要　

平和展、オカリナづくり、平和の語りべいずれも
▶場 所　コミュニティーセンターみずしろギャラリー
▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）

1617

ご参加ください 健康講座

第64回
｢社会を明るくする運動｣
 行田地区大会

庁舎敷地内の舗装工事を行います

～後世に語り継ぐ歴史～
あなたの戦争体験談や戦時中の
写真などを提供してください

8月は平和について
考えてみませんか ロコモを知って健康寿命を延ばそう

～毎日の生活に「+
プラス

1
テ

0
ン

」の習慣を~
▶日 時　7月19日㈯
 午後1時30分～ 4時
▶場 所　「みらい」文化ホール
▶内 容　【第1部】大会セレモニー
  【第2部】山本大

まさる

さん（日本ダ
ルクアウェイクニングハウス
ディレクター）による講演「薬
物依存症の回復と支援」、中
央小学校吹奏楽部による演奏

▶入 場 料　無料
▶主 催　 「社会を明るくする運動」行田

地区推進委員会
▶そ の 他　 午前9時～正午、中央公民

館第3学習室（「みらい」内）
で、保護司会・更生保護女
性会が犯罪や非行に関する
相談を受け付けます。

▶問い合わせ　 福祉課トータルサポート推
進担当（内線285）

　「ロコモティブシンドローム」とは、骨・関節・筋肉などに障
害が起こることで、歩行や日常生活が困難になり、要介護にな
る危険性が高い状態のことをいいます。高齢者だけでなく、40
歳代から既に予備軍となっている可能性があるため、早めの対
策が必要とされています。「ロコモ」の知識を学んで、健康寿命
を延ばしましょう。
※ 「+10」とは、今より10分多く毎日体を動かすことで、糖尿
病・心臓病・脳卒中・ロコモなどになるリスクを下げること
ができるという、厚生労働省が推奨する健康づくりのための
身体活動指針のことです。
▶ 日 時　8月8日㈮午後2時～3時30分（午後1時30分から
受け付け）
▶場 所　商工センター 401研修室
▶内 容　ファイザー株式会社所属の医師による健康講話
▶定 員　30人（応募者多数の場合は抽選）
▶協 賛　ファイザー株式会社
▶ そ の 他　市民けんこう大学・大学院と合同開催のため、大
学・大学院生は申し込み不要
▶ 申し込み・問い合わせ　7月25日㈮までに電話で保健センター
健康づくり支援担当（市役所内・内線378）

【
事
例
1
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
婚
活
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
、
知
り
合
っ
た
男
性
と
数
回
デ
ー
ト
を
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
そ
の
う
ち
、「
あ

な
た
の
た
め
」
と
言
っ
て
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン

の
購
入
を
勧
め
ら
れ
、「
待
っ
て
ほ
し
い
」
と
言

う
と
、「
僕
が
信
用
で
き
な
い
の
」「
二
人
の
将
来

の
た
め
に
」
と
結
婚
を
ほ
の
め
か
さ
れ
、
断
れ

ず
に
購
入
契
約
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
男
性
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
だ

ま
さ
れ
た
と
思
っ
た
。
解
約
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。（
40
代
女
性
）

【
事
例
2
】

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
女
性
と
ゲ
ー
ム
や
ア

ニ
メ
の
こ
と
で
盛
り
上
が
り
好
意
を
持
っ
た
。

何
度
か
や
り
取
り
す
る
う
ち
に
デ
ー
ト
に
誘
わ

れ
喫
茶
店
で
会
っ
た
。
し
ば
ら
く
話
を
し
た
後

「
私
の
職
場
が
近
く
な
の
、
一
緒
に
来
て
」
と

言
わ
れ
ジ
ュ
エ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
案
内
さ
れ
た
。

　

店
内
に
入
る
と
女
性
か
ら
、
高
額
な
シ
ル

バ
ー
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
見
せ
ら
れ
「
と
て
も
す
て

き
。
身
に
付
け
る
と
自
分
に
自
信
が
持
て
る
」

と
勧
め
ら
れ
、
断
り
切
れ
ず
に
ロ
ー
ン
で
購
入

し
た
。

　
後
日
、
冷
静
に
な
っ
て
み
る
と
高
額
で
払
え

な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
す
ぐ
に
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
い
。（
20
代
男
性
）

　
婚
活
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
で
「
知
り
合
っ
た

相
手
か
ら
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
や
高
額
な
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
契
約
し
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
悪
質
な
事
業
者
は
、
出
会
い
の
場
を
利
用
し

て
変
愛
感
情
を
抱
か
せ
、
販
売
目
的
を
隠
し
て

近
づ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
言
葉
巧
み
に
商
品
の

購
入
を
勧
め
て
き
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

① 

見
知
ら
ぬ
異
性
か
ら
の
優
し
い
言
葉
は
、
あ

な
た
を
誘
い
出
す
た
め
の
口
実
で
す
。
安
易

に
出
向
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

② 

相
手
の
目
的
は
、
恋
愛
感
情
を
利
用
し
て
高

額
な
商
品
を
購
入
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

③ 

購
入
が
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
も
の

か
よ
く
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
必
要
な

い
も
の
は
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

④ 

被
害
に
遭
っ
た
と
気
付
い
た
ら
、
最
寄
り
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
行
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
・
内
線
４
９
５
）
ま
た
は
埼

玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎

０
４
８
―
７
３
４
―
０
９
９
９

くらしの
110番

恋
愛
感
情
を
悪
用
し
た
デ
ー
ト
商
法

〜
甘
い
誘
い
に
注
意
〜

　今年度実施予定の「コミュニティセンターみずしろ耐震
改修工事」について、工事内容、婦人ホームの予約方法お
よび休館中の注意点などの説明会を開催します。
　なお、休館中（9月～平成27年3月）は、一切の開館利
用ができなくなりますので、ご注意ください。
▶説明会日時　7月24日㈭午前10時または午後2時
▶場 所　コミュニティセンターみずしろギャラリー
▶問い合わせ　地域づくり支援課協働推進担当（内線253）

　市では、7月下旬～平成27年3月末の期間、庁舎敷
地内の老朽化した舗装を全面的に改修する工事を行い
ます。
　なお、改修工事は、庁舎敷地内を3つの工区に分け
て行いますので、工事対象となっている場所は、駐車
場の利用ができなくなります。ご不便をお掛けします
が、ご理解ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　財政課管財担当（内線327）

1工区の工事期間…7月下旬～ 10月、2工区の工事期間…11月～平成27年
1月、3工区の工事期間…平成27年2月～ 3月

　市では、悲惨な戦争の歴史を後世に語り継ぐため、
戦争の体験談をまとめた資料集を作成しています。ぜ
ひ、あなたの戦争体験談をお聞かせください。また、
戦前・戦中・戦後の市内の様子を記録した写真や手
記、衣類や生活用品、その他遺品などの写真も併せて
募集します。
▶募集期間　9月29日㈪まで
▶提出方法　
　●体験談
　　 原稿用紙などに記載し、持参、郵送、ＦＡＸのい
ずれかの方法で提出してください。なお、ご連絡
いただければ、自宅まで伺い、聞き取りながら体
験談をまとめることもできます。

　●写真など
　　 持参、郵送で提出してください（写真には撮影場

所や内容を明記）。※提出していただいた資料の
返却は原則として行いません。返却が必要な場合
は、その旨を記入してください。

　　 【持参・郵送】〒361―8601行田市本丸2―5 行
田市地域づくり支援課　【FAX】556―3083

▶ そ の 他　提出していただいた体験談は、文意を損
ねない範囲で調整することがありますので、あらか
じめご了承ください。

▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）


